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女性の政策参画セミナー（前編）
戸菜や怠思決定の固への女性の参盃匂譴するための人材費成云庄として、毎月面m云つ＇） ・ズ）で「女性
の政策呑両セミナーーここから始まるさんかくテピュー～Jを実腔しています．

Lシリーズ前ほの一部をこ紹介します．
C認年「因紐・女性虚環蓉逗砂ざして」 l>/25 溢傘籾暉遍c:,19-r＆四叫咋匹幻
，． 

ユ9ュ広笠和画Cミプ'-14,CJ日さi9f男な亨両'-’Jiui--fl吊の三邸-
洲tmEい込みのおかしさlごスづくこーとから泊寺ると思し号，す，f項忠がこnまで
tl/Lヽ て己疋正か）が因女只．可砕そd)COバごと思いますJt心心！まりました．

4世代の大i`勺叫れ：心尿朕みんなが四j役訟）在の立という思I＇,込みの fliて-
活しこきまし、Eぷt1！さダ細はして巳いろんな巳立叫召められません．不きここの迂
まていいのu．紅え/Jlガ1~£:りらばし1.1印1こさnる労触ガというだけで口はく．~.
宮(i!It ート7ーにならはくてはいけな1•そのためには｝甜；を足き匹』6お1ふプn’ば
~.:,,;,,炉弔って·約おか：行くように ;ヽII)．地！1の女t1たうと一琵こ石もあm甜芯
が辻 F FId t l“”けつていくには文姓5I刃F決定のぶに出るぺきと思いま9.
湧坦厨9画を釦年たが）
で知ぎ'・

． 
11J -S' てtつ IJrむらしやすしIJそのようtJ吐会田屁逗”)l;:.IJlf.~1::1.'、

Lちii,叫む乙：貶さ--5yぷ5をiT?<½要がが）ま3．ミの判こ芍ゥ．只同多江という視点が必要厄のでv．そのだめビI4社＇す1;;_窃の経
偏が必要で出そq)こと1こ，_t: って．少しずつ粗足、巧了か）もJa.ゃシステムも改百こnます••そして、その一万て．日瓜の3革が炒要で百．
「そんはC.こ含っこら脱mn53ら・9」「esH5口ら・・'•J~．窃mIJ守ヨf限hi;tl1nt如る2いと巴つてし言え男函炉可ど這
いるに沈1こるエ｀”白—ヽ9 、J 卜c憫aのP五しat項でョ．まiふ知らTよ「Jmぶ可もちえま~iu.T.,ざつI1るむ‘Jこに与口し、口ほゴ
くりと，，m ＿4 ヨをぶ...-てj 1'.J＇し て5はらはいのでg．人任ごC字よく訊芍万iが決定の咆へ子涸5ること3人ぶ：aの℃す
a 立案及び決定への共同参匡b
＂七- :49RTへの上可台五はっー入が）完ヮ．1つ目は政元への女そのぢ凸4こに“5を逗出して1.¥<..:;とでヲ．迂
に出-nc9ムt:i4注准加できにく~,.とtfll1訳合伍i!SIこ立釦租したt3は直ものやLJ万を狂えようと手弁
当こ尋ってヒらい迂し・t二女柁伍日が出そことに合までの涵年Wやり万を召えていくために已と:Ce
良いことなので出多ぐ況で這；al;釈5.rご反対さ9’lぇnでもざら弘ユuって可環'i.,i:.'」スクが
とさい3らぶり熱心（こ活幻し口百
2つE.lg'公園への女91のCiil．自近閲？わざ庇りしていくために12F了8写への女代の5
廿必ょでv．汲まIJまごまこ竹妥日が少ぶ＜房gr凋安宣に全亨のこグ」に13
凶仔ヽの街記と6に＆m、5itほ定へCぷT1の整巨広入が空要3テーマてJ.
-(1）にめにtふ女礼む只としてnJIIJt3屈環＼う総合計西又は呆頑i淫
応JU如芯；祖i占5祖を阻i',-l,ぷ環さ叫させることが正芽

でり＇．そして自分がg占りる息丑ごしっか）団孔エツJ~←
メントし、そし口釦和ふ会伍苔でIC:「配つて足らTよ
」「7'e:IJi'iil::.l!c t.よい」とい吟がけ5圧E
なので口

芦 ，jカ文化の口で父妍を取こ」
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田中琶註 〕
女任の投楼誌「が91辺の日仄艮として平成IB年6月までの30ff問．女t1のあIJ
とあらゆる玉を18い上げてきe中で`・文tt(J)合の現実l；；政治的：：作らt1ていると
いうことがみえてきましと

「男IJ1がよ・女は家庭」というB」!）込み．これは戟1せぶ紅1こ窃り当てsnてきた
が＇フ J（ター‘ノでり、，字が天の給れを召裡し35臼てにの5）りLみ、力Cはそれに
渇足していよした．その一丘で'.,g~l~.fl晦づめ℃その涅長9S上の過労死過労白
役、うつ病．こういうす「人問的IJ知きを同＋江もやってきとから日るの経済が成R
してさたといえ迂む

しかしはが5月凋の宵趾l;t政治の問白なのでワ主］をどう変えていくかこれかうか括呉で可．そのため1：：：ば．刃ltJ
おかnlc払況むよく知るととElこ、9tt訳60ft閤政治け伺乏してさたかをもっと刃っていたださだいと思いまヮ．そして｀
政治乞もっとg近に疋ぐ1）寄せし生活吾の視点からでのを己づCl1かな19tllJか）乱「ごん
女性l3Ft/]があ9ままやろ気を山したら．gこいえして 写しいこと比男1紅リ互いにi紐しあぅ．Bる乏よくし
ていくために言！：：：t廿5:L・が手を即り合い立姓f2ンターを活片する芍凶眼iとRiめて耳1}して1預3すべきなのてま
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相！滋准咀占ぢ研偉会和邸11l

「女性に対する暴力に閾する調査研究から視えてきたものJ～女性に対する暴力の硯状と課題～

沿帥＇内閑119)I~lu•1参濁L請t速贔 U9J対笛 ',y1•Jチーム・チーム＇）ーダー UI “知さん

．．．．． 

・村閻府が行った3つの藷迂研究をもとに、そこから況えてきた現ばと蝶題について絃孔ていただきました。

＜表面ItしにくしIDv> ＜力0害者更生プログラム＞

男女間1こおける窃力」では、「異性から期理が）r上交 懇姿の「加苔君吏生ブログラムJLついてこ、国かF
さnた耗験」について菩しく触nらn汝したa 急令niによる加宮君更笠フログラムの実施に閃与可
①被古叩和号の43'6l;;-19綬までに石古を受Fて ることは咋に吏生してほしいrn宮君の参001;j得1.::.
おり、D逗環と面魂がある1笞合が79. I}％であること
®I応咋l;;J王1こ親．きょうだい哉戚、生成邸瑾•名ー

くく．皿雨3年 11けにはり力切いこ己3とから．r工

ある'-C
にガ翌つていないJとして必要に応じだ塊亘ば究の

③？戻:r:1;:,量っと細匹設と塚の甲が多いこと 実品の摺呂1ことと苛'/;:_屁過か述べらnました
＠薗虞があるがゆえに相談し！←くく、3人1..2人は誼 改めて「変わ↓」たくない」OO匡香の要年の釦．さぞ

にも祖秘していないこと．し1こがって表函化し1こくい 実5しました
実性があることが関西からわが）まし己
DVは撮岬)/,Ul甜目で｀ジェンダーに根ざ引1!ll足で
あり、女性U所有窃、従匹物としCとらえらnている
冥鳩が註られました。

．．
 

くるめフォーラム2007記念講演

Efd,i五羽9

． 
． ＜紐しい自立への道のり＞． 
• 「自立ゑ援等に関百る約国では、迎難後弓汲誨北が： はく．ほとんどが正規菌呂であること、住宅切保が
・ ぞVIぶこと俣百所不足など．目立しだ志活には紺遠： ぃ面し1',lli!';.＇を突きっ 17られ、貝困モな社会資湘の閲
・ 応の必要9士を碕感しました．

｀ 
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"缶しこ』＊n鸞"'...
,,寅女間1`知；＂＇力 1』’'“直葦＇二疇1『庄宣籠）
r6'gto..，0裏か9石冨EのB立直濯樗9コ皇,rる・量

：：：IllI5,.＂”i 
lli'置もからC)畢介9’3に富畠艶生に璽:Tそ檎11こ員含仕iら口

瓜這冠11死そ
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SOHOで自分の仕事をつくろうtt4回l
揖甜／助言者 預 II哲患芙(S01-IO筑後II忙衷）

•••••• 

．
 

・ ＜第1回私のSOHO．私の起禦＞． 
; (7/'2D 心君から珀く）
： 丑瀑裕子さん、西由紀子aん、松本併子さんはそ
． • nぞれt.I（ソコン・コンワルティ;,,グ．ライ和ング
• 「テ・プ起しし」卜ぃーた目加Jj細（人ついを使っ
： て自宅での仕団を始め/!:.ばか叫埠につながるス まずは、沿云t;-珀恥這が加子をぼ国し」して
： 干ルの!II漑をどのようにしてさたか，仕寧q)スタ みる．什亭体桔を丁寧に書；；E！して・けさだったU
： 卜につ1,/,がるきっかけ口どんなことどった3、Iょど ゃ常領だったことをF9それをグJしープメJパーに
• 宅垣に四紐品して€らい示し己3人と已．知豆；；； 誌しながら、目分で気付くこと百あり．また准tめらn
: u竿疇がまだ不安定というごと℃m、仕畢ご向口 1C.り励まされか）して柿言していくこともありま百
： ぅ生と王さとした姿la.vnO,'!i（約4“出のメ93ちE そ0)よつ1Ll,C.)かん日柏UJA+）~Ja：ビジ4A
： 置い豆とせていました、 I: Lて目分のものにしていくためにはさらに祠代の
: ＜第2~d回 SOHOをスタートするために＞ 上一つード（生活呑．少テ高齢社会． ll!ll<;.¥,ITの追化）乞
• (7/27, 8／滋！／10グルーフ・ワーク｝ 呂虚した仕中づくりが必要です． 
・ 紐としてf工事をするために、屈芯技術やビジネ SO10事染もとしての先輩でもあるデj'lさんから
： の仕万をどう決めたらいいのでしょうr.J'．；；；n1;t．足 ば「組み合わせでピ；；ネスをJ「船涯含ゃCミプ で新
： 茎にあたって，誰もがUそかに悩み．決断を泊らnる たな人との立かりをつくること」はC、自分の1エ租を
• 雌しい匂題といえま9•ここを、グル プ・ワ クを 進めていく上なり貝｛研的なアドパイスが上四課しこ
• • と心して弓え、涸み立てていくのが合回(/JEミプー 最紋1;::目分のSA幻プランを発表．「苔しかった11
: (J) 1 番9/)ポイント•自分に何ができるか、何がしたい ど自分の未ジミが見えたような気が9る，」という明る

• /J)かを必兌できえていくことになりました い胆の人たちが印象的でした． ． ． ． • •••• • • ••••••• • •••• ••••••• •••• •••••• ••••••• ••••••• • ••••• •• •• ••• •• 
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自分らしく生きる
～男と女のいい関係～

講籟：残間 Jl!江子さん（プロデューサー）
"50年¥!J古市1まれ JJS0年9こ企回割I~盆孔 ＼、ヤンディ、19. ＝ミュニ
ケーシ▼1ンズ をは；92X964,シ=.,.1こ印It-翫いウィ・9ス'Jイヤを促布
・Iも今ttrク＇)．に（テ -‘・シ虹9七設立しIt孜止褐役礼k：こ貞伍近苔
+グ9如紐9 ；そ』でいいのか属紺1 と，•n ト 叫が1ユニパーが浅

ェに蝙円m大会己合プ0デュー・J —. ut代行↑IL"ti111度↑9'藝泌公 4a. I 
いと泊n，地破づく＂大が塙域会 1XIr致怜関n、力寸いし多くf/iめる

に.,,1,,r.-1,1~10,J 項：こt9われr-渭t員の 部を使trL. センクーで喋約Lたもの•~t. I 

オトナたちの時代

11:.1a'>，ボ叫上とシニアといっていま弓が、哭紀ふ采U)愚lllio1I上級豆 l這人」出mいしれ--eちぢ
噌？．→、もう少し生さやか、．石々しくいつまでも元兌C自守の人生を坦糀できるようなこの中にし芯いと
,＼う忠いガ臭不rぁりま召 払Iさプロデュープーで弓”と．什攀の表万，たはその明々島書鰻だったり

•Siた＇）、燐演活虹だコI:!.'.'" るmmで"• JOデューリーの仕玉を？下ート＂るため、 2つの合社
をか）まし芝＂そのう螂・つか面しいシニアの ．こめd;9ライフステ ジを創る会社で<t,仏自身口泊され
た人生と匠っ(fl玉の刃トナこちガい印1さと生さられるよう｀后用の問墾，撻漿のなどに豆しEik・ア
いきたいと忠＝ていま，，，e ま茫男女共同蓉画I~~年代艤そnモno)課饂Iよあ~Iますガ 令8iil.特cm巴
代布授のジ一，，の男女共同蓉袖についてお品していきたいと思いまヴ

男女共同参画って•,．

男芍局念面というこ西いイメージガ茂起うで如如科1皆さんは関心をもって<n廷Iv• そこ
に1a見えない壁みかいなものがあって阿1Jしら袋画しこくいんだろうと思います．まごさ栢苔湿会の奴生登
寧 Iattfっていますが、よく見ると．一人ガ卸投もやっていて心数はそんなに遷えていないということ
琴り；；；ヴ＂国際的に見ても．釦苓印紐 Ia、B中は 11 5!）国中79年という状況t:J咋匹世界窮
釜 ,-,ムで出ていて．まだまた•B不の女社は栢五認：王歪していはいという結果で可。
ぷ来、この世に王を受けこなら、ごく器過にそれぞnの人11目力の13つている貞質を活力してそれぞnの
王さ万をしてい1;ばよくて．それを国が「ああしむさいこうしむさい、 Ji::いうのはあかしいわけで可．
でも.:nからの男女共同蓉画5、初めからもう一忌戦硲を立rこ冷砂に もっとこなnと感じでしn七楽
しく、というようこやわら刀いところ力らやっていT)ないと、もい人茫匂ガ閲餞：仕つて<nないし先に追
舌ないと紐いまq←

モグラ女と薔麦打ち男
迂し｀の世代の女性,~＄ぼたも4屯打つ疋し、 tl重しこと～こも 25 粒ぐらい a込婚I，逗竃するとし＼うのが
当然という祠I心し，← 瞑,..,,ぷ亡くても出らnらガ以口女忙ガたくさん,,,巨d• も1は地巾こ坦もI
ていにモグラ，l)ようぶも＂冗 団塊女紅たら1ふ出ようと忠うともアラだしだき巳もうるど｀なm.oうまくロ
Iさまヒんでしを そtlを杯していIJ•t:グ9女JI:呼I99ビのでワガ、り 0 代も土ご母ぎたもこそ世0:,中に
出るべさ笥が来た・・・ということで「モグラ女の逆襲」という'l'e●いさnn・cり その面t.::rそれでいい
のt)鷹迂打ち男’を■いてい己口11男にちも、もちそlv/c)もやらりし1より5畢考刃ちゃつに！まウガいいのて
dT.!，ただ!Jっていても比まらないと忠うの-i:<t.・111要3]ら人"50数万人・全国d)暴菱j了ら逼壌300
ll!l町といnn、そこd鱗安打らしでいる労たちの多くg、そこガら先こ行っ31まビ／ピ，ピっガく＂轟壼
で行っだのはら、伺力含までと遍う人の池れをつくるとt)、合注でと一牡違うことをッてほしいという思
いが益くあっれわけで可

オトナたちへ

こn11らの中己庄の紺女1;:-i.;、合「改めCの自U」か突さつrられていユ3 もつ一阻、自分ガー，＼で立
っとめには、ま寸ビジョッを投つことだと思いまg． ：暉、 3!1,浚 5年後自分るこうしていmいとか
こんな邑分でいだいというJ型俎の姿をイ，，・ジして．ぶ1こnしら基竿が乍ることガ大忠です．それガら符五
1こ優先1月Illa-つけることoi虻こちの年代1a-そろそろ0111!lEエネルギーも匂限にらってさていま可 優、順位
をつけとら｀できることから始めてみること その時、．Cされば人DS安められたことのあるような~自分
1こCゴこ得怠もこといや切万ガより良いと思いまd．そnにも邁Lて大ぷなのは、決豆あさらめらい；；；
と＂これ nら如りIょ、あさらl'/Jないところn、一歩先を行って自分の棗認傘出すようにしたいで8
0,9足,Jf「払こちla自立したォI-プの女、ストナの男JI::.いえかょう、 鳩にガ/vlJっていさましょう1

●3 毎ヌ;m"“ttンタージFーナIレ 男女平も褐迂E，，ターゾ＂ーナル 6● 



r巧')99くて
Eロをよr1下ーj

扉
し
4;`
昌
ヽ

噸~ "-
~. 

”
 

F
 

-

久瀧 鳥食亨疇亡會づくり

くるめフォーラム2007

.,．竃収→←9pa` ク9b・ ブ

｀島如~ネ 9 トワク
むJ3女nネ ，卜り一，，
共層轟rAtsを上・＊さ、

···•逗ス立塁ネ,,I'｝ーク
a111Hfl'巨三もづく．リ置曇
名ご冷文せ寸，9い9
＊屯9氾ミコミニニチ9 ヒン，，—•

久誓北ワイメ 9ス^ ネ・ト

噌辟瘍悴麟
匹燿,,,,瓦,;、 ;r •{9 』

ョコ5凡'•た← 霊デ9

C ~ 

北 ふC久褐え＆女j'llkこ
＂久日中躙女下只鬱遍檀量ネッ1,n
終“'porto9”4 Ch91d 
')フログク' '7ヘルス'""・リ遭・"を書える9”'“＼樋出P切IE¥'"うンテ,70合が0W)
スワンし 9イフ
ぷる'J,19

●5 男女平可措，止・19 ジャ・J

全Ji虹

9:”"ぅ•9島いq

’ 
そ•

看

KURUME 
FURUM2007 
10月2日（火）～12日（金）

市目企画特頴

今繹も，グ）レープ・団依への公薦匂g-『え～るピ7久曽朱Jt'I外で．
,.の市民企illが糞轟されましと
x麟閉続，ゲームや冥塁なと そ1ぞれにエ天された企iiiの中で
II女子纏について珊えた，） 笞加型のヤ書会＂虞漬会 Jこも艶心にmり
ll!まれるなど~グルーブ ，団体の活鼠成崇€鬱嘱と共右することが
巴喚ました．
＂に今..,,..匹會湯での金鼻b6童1!1となり ~ ょ9)参くの人が知
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世
昇
K
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ふ
e
北
序
苺
逹
に
疇
加
L-

た
女
什
追
が
中
心
と
な
っ
て
．北
只
J

A
C
が
設
t
さ
れ
．
そ
の
地

絨
組

g
の

つ

と
L
て、
且
た
ち
の
北
仄
J
A
C
久
回
＊
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
．税
托
4

伐
荘
10名
で
紐
り
2
回
M
会
を
行
い
．
今
If

で
1
2
任
」
な
り
ま
す
。

上
な
活
動
は
、
丘
月
研
房

ほ
か、
女
性
改
太
に
閃
す
る
ロ
ピ
ー

鷹

ゃ
瀾
丘
・
研
究
な
ど
で
す
．
第

5
I立三コ
ー
ヨ
ー

ク
）
へ
の
苓
切．
ま
た
glll全
州
巾
や
一コ
ー
ジ
ー
う
ン
ド
の
女

政
菜
の
祝
玄
な
ど
．
涵
外
p
J
f“
も
魯

に
取
り
輯
ん
で
全
ェ
とた
．

_＿‘-
』
で
受
け
た
利
濱
や
経
験
奈
＂
レ
E
．
久
留
忙

on
"引
女

t
万
孜

策
が
巡
む
よ
う
鴫
さ
か
け
て
さ
よ
し
た

小
で
も
セ
f

るタ
ー
の
膚

岳

究
事
哀
と
し
て
採
川
さ
れ
i

し
肌
り

親
ん
だ
r
久
背
来
市
に
お
け
る

[／
西

れ
て
い
く
―ャ
と
は
§
で
ず
．
ま
た
．
「く
る
必
フ
す
ー
？
ム
』に
は

延
年
苓

mし
、
今
年
も
市
民
企
磁
と
展
示
を
行
い
ま
し
た

こ
れ
か
ら
も
．
メ
ン
パ
ー
と
共
に
勉
社
を
陳
け．
市
＂
女
竹
政
祖

に
つ
い
て
閉

n歪
＂って

い
き
ま
す
．
寄
扇
の
Im.^
に
い
つ
で
も
X

欧
迎
で
す
．
緒
に
女
竹
政
孜
に
つ
い
て
字
び
ま
せ
ん
か
．

類
を
兒
な
い
残
定
な
事
件

北
九
州
監
禁
翌
吝
8
住

う

い

C
は
、祖
テ
史
上
姪
を
毘
お
い
控

e
g？
付
と
し
て
ご
記
噂

rあ
る

万
も
ジ
い
と
思
い
ま
b
:
9
月
そ

の
t
云
舌
に

eい
て

編`
万
姜
士

波
舌
こ
つ
い
て

a膵
期

魯

C
兄

ざ
る
と
い
う
滋
祖
判
決
ガ
＿
巳
い
逸

さ
れ
、
D
V
を
必
定
し
に
眉
的

ば
決
と
レ
て
芍
坦
全
貯

0=-tた。

「
力
と
支
配
J

判
決
迅
、
結
万
碇
告
の
両
舒
痣
天
溝
全
『
O
V

人
の
人
H
が
免
ん
ご
コ
件
の
沿
E
出

f
i
3
>が
あ
っ

苔
」
と
＂稽
万
渋
S
l
a松
永
芭
モ
お
活
は
当
引
tJ

ら
民
江
U
わ
た
リ
激
し
い
叢
刀
を
妥
け
ぽ

E
.
g視

さ
れ
・通

g
さ
れ
、孟
栢
さ
れ
な
ガ
ら
、
起
ザ
匹
色
の

塁
に
沿
う
よ
う
に
，
¥
記
さ
れ
て
喜

o
v硲
宮
岩

p
あ
る
と
い
う
こ
と

g竺
定
さ

n
Eの
で
し

g

苔

gれ
£
薔
の
中

<
1人
Q
8醤
の
10

示
・命
令
が
絶

疑

g者
名
路
ツ
、あ
百
い
と
必
零
姓

c
5り
慮

待
し
あ
う
と
い
う
紐
し
い
状
況
ガ
熙
リ
広
げ
ら

n

た『
J

と
阻
霰
追
で
も
岨
ら
召
A
笞
て
い
ま
す
じ

nも
1
」
＜
ぶ
つ
て
い
っ
E
人
U
ち
も
盆
め
て
雑

も
1
人
0
支
配
考
に
対
し
淀
う
こ
と
も
反
撃

D
る

こ
と
も
企
図
し
て
い
ま
ヒ
ん
『一
文
に
巧
み
な
女
記
と

ほ
作
刀
行
わ
れ
て
い

gぅ
で
り
9

「
男
女
乎
等
社
会
実
現

の

一
災

を

担
い
」

登
討
団
体
紹
介
-ぃ

親
な
網
係
で
起
こ
る
暴
力

『J
B
事
件
は
、

U
団
て
あ
っ
て
も
烈
屈
恩
と

乱

さ

n
E吝
ぶ
に
豆
配
さ
れ
る
↑

J.JJ瑣
｛
を
公
”

係
で
丘
『
J

る

暴

召

閃

g
n
G攘
刀
と
遭
っ
て

外
刀
ら
覧
え
に
く

<
n
nり
づ
ら
い
こ
と
1
g
g
-

土
事
召
自
貝
も
―
田
分
の
状
況
に
気
づ
さ
し
く
い
こ

と
は
と
を
改
の
こ
私
た
4
に
的
ス
て
く
れ
ま
し
ヒ
．

迄は
遭
母
が
国
く
こ
と
＂
支
償
に
お
い
て
氏
菩
は
国

と
氏
る
こ
と
と
弘
と
9
唇
む
ま
し
U-

女
性
へ
の
塁
力
の
恨
絶
に
向
け
て

と
こ
＿
つ
で
．
諸
万
翌
月
松
式
籾
る
と
刀
リ
ぢ
っ

g脅
但
甘
．
日
ィ
?
社
9
E
O
V
と
い
う
円
葉

は
ら
く
｀
姑
万
感
名
の
状
況
を
O
V
の
観
点
で
と
ら

ぇ
ス
ご
5

う
な
社
会
状
況
{
.
点
あ
り
ょ
口
ん
で
し
を
．
一

℃

lâ
Iる
時
代
で
あ

q
ぱ
状
況
に
っ
た
か
と
＆

え
ば
．
遠
っ
届
に
名

u
q距
庄
は
あ
る
も
の
の
．

社
会
が
D
V
院
笞
価
閃
心
で
あ
れ
ば
合
で
5
閂

し
こ

C
a起
こ
る
で
し
ょ
う
“

こ
の
ふ
う
な
茫
う
る
事
件
の
用
兄
幻
Itに
は
社

き
そ
坪
-
A
D
V
唸
坦
へ
G
押
鯰
ん
，
玲
の
｀
心
紀
U
向

け
U
不
断
の
餃
り
組
み
け
＾
可
欠
で
す
，

11
月

目

25日
ほ
女
任
に
対
げ
る
鴫
刀
の
根

絶
に
向
け
た
孵
キ
ャ
ン
ペ
丑
瑚
関
で
刃
。
こ
の

阪

eに
房
爾
店
を
吾
え
｀
と
ら
え
る
呪
佐
を
自

C
つ
り
る
人
tfひ
と
じ
，
で
も
逍
え
る
『
J

と
を
転
う

ば
＂
ゾ
で

m.

「
マ
コ
コ
ミ
足
登
場
し
た
．
女
匹
の
整
刀
に
関
可
る
記
を
シ
リ
ー
ズ
ぅ
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第
2
弾
は

品

補

助
団
体
の
男

K
共
同
夢
両
の
状
況
J

で
す
9-

，

地
達
に
お
け
る
男
女
兵
阿
診
画
の
況
状
を
把
賊
し
今
疑
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る

．

た
め
．
切
め
て

llrが
補
助
金
を
々

U
し
て
い
る
訓
体
へ
の
男
女
共
同
念
両
状
汎
濶

．

き

I

成
棧
"
2
n衷
唄
潤
g
栞
配
畠
欝
．
回
1
1
2烹
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行
い
まし
た
．
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・、
投
硲
に
山
め
る
女
仕
の
割
＾
と
は
，
へ
g

.M
i
l
会
比
な
ど
の
役
聞
に
は
外
性

が
~

多
く
、
欠
化
の
胡
合
が
高
い
の
は
会
社
品
記
と
な
っ
て
い
ま
す
，
特
に
女
性

．

の
割
べ＂
が
少
な
い
理
由
と
し
て

r

女
性
iJJ
人
材
が
少
な
い
か
ら
」
．
f

女

仕

自

身

・

．

が
“
任
の
あ
る
地
位
に
就
さ
た
が
ら
な
い
か
ら
」
：
寂
事

・

行
児
な
ど
で
貼
~

問
的
制
約
が
あ
る
か
ど

が
卜
位
3
つ
で
し
た
，

•
ま
た
，
こ
れ
か
ら
団
体
に
お
い
て
s
”
女
共
~

同
夢
画
を
よ
り
進
め
る
に
は

D
女
性
の

i
i
i
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